
JP 2017-523197 A5 2018.8.30

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年8月30日(2018.8.30)

【公表番号】特表2017-523197(P2017-523197A)
【公表日】平成29年8月17日(2017.8.17)
【年通号数】公開・登録公報2017-031
【出願番号】特願2017-505253(P2017-505253)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 213/86     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4412   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  213/86     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/4412   　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物：
【化１】

［式中、
　Ａは、Ａ１、Ａ２、Ａ３およびＡ４から選択されるラジカルであり；
　Ａ１は
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【化２】

であり；
　Ａ２は
【化３】

であり；
　Ａ３は
【化４】

であり；
　Ａ４は

【化５】

であり；
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、Ｃ１～４アルキル、ハロＣ１～４アルキル、ヒドロ
キシＣ１～４アルキルおよびＣ１～４アルコキシＣ１～４アルキルから選択され；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、－ＯＨ、ハロゲン、Ｃ１～６ア



(3) JP 2017-523197 A5 2018.8.30

ルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ
（Ｒ１２）ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～

４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯ
ＮＲ１２Ｒ１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび
－ＳＯ２－ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ８は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、ハロＣ１～６

アルキル、ヒドロキシＣ１～４アルキル、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１

～４アルキル、Ｃ３～６シクロアルキルＣ１～４アルキル、ＰｈＣ１～４アルキルおよび
－Ｃ１～４アルキル－ＣＯＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立して、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアル
キルＣ０～４アルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ（Ｒ１２）
ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～４アルコキ
シ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ１２Ｒ

１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび－ＳＯ２－
ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ１２およびＲ１３はそれぞれ独立して、水素およびＣ１～４アルキルから選択され；
　ただし、以下の生成物：
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロ－ピリジン－２－カルボン酸Ｎ’－フェニ
ルヒドラジド、
　１－ベンジル－２－オキソ－１，２－ジヒドロ－ピリジン－３－カルボン酸Ｎ’－（２
－（トリフルオロメチル）フェニル）－ヒドラジド、
　１－ベンジル－４，６－ジメチル－２－オキソ－１，２－ジヒドロ－ピリジン－３－カ
ルボン酸Ｎ’－フェニル－ヒドラジド、
　１－メチル－２－オキソ－１，２－ジヒドロ－ピリジン－４－カルボン酸Ｎ’－（２，
４，６－トリクロロフェニル）－ヒドラジド、
　１－（（３－メチルフェニル）メチル）－２－オキソ－１，２－ジヒドロ－ピリジン－
３－カルボン酸Ｎ’－（３－（トリフルオロメチル）フェニル）－ヒドラジドおよび
　１－（（２－クロロフェニル）メチル）－６－オキソ－１，６－ジヒドロ－ピリジン－
３－カルボン酸Ｎ’－フェニル－Ｎ’－メチル－ヒドラジド
　は除外される］
またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物。
【請求項２】
　Ｒ８が、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、ハロＣ１～６

アルキル、ヒドロキシＣ１～４アルキル、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１

～４アルキル、Ｃ３～６シクロアルキルＣ１～４アルキルおよびＰｈＣ１～４アルキルか
ら選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ＡがＡ１である、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１およびＲ２が独立して、水素およびＣ１～４アルキルから選択される、請求項１～
３のいずれかに記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１およびＲ２が水素である、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ１およびＲ２のうち一方が水素であり、他方がＣ１～４アルキルである、請求項４に
記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ１およびＲ２がＣ１～４アルキルである、請求項４に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７が独立して、水素、ハロゲン、－ＯＨ、Ｃ１～６ア
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ルキルおよびＣ１～４アルコキシから選択される、請求項１～７のいずれかに記載の化合
物。
【請求項９】
　Ｒ５が、ハロゲン、－ＯＨ、Ｃ１～６アルキルおよびＣ１～４アルコキシから選択され
、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６およびＲ７が独立して、水素およびハロゲンから選択される、請求項
８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ５が、ハロゲン、－ＯＨ、Ｃ１～６アルキルおよびＣ１～４アルコキシから選択され
、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６およびＲ７が水素である、請求項８または９に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ８が、Ｃ１～４アルキル、Ｃ２～４アルキニル、ハロＣ１～４アルキル、Ｃ３～６シ
クロアルキルＣ１～４アルキルおよびＰｈＣ１～４アルキルから選択される、請求項１～
１０のいずれかに記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ８が、Ｃ１～４アルキル、Ｃ２～４アルキニル、ハロＣ１～４アルキル、Ｃ１～４ア
ルコキシＣ１～４アルキル、Ｃ３～６シクロアルキルＣ１～４アルキル、ＰｈＣ１～４ア
ルキルおよび－Ｃ１～４アルキル－ＣＯＮＲ１２Ｒ１３から選択される、請求項１～１１
のいずれかに記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ８が、Ｃ１～４アルキル、Ｃ２～４アルキニル、ハロＣ１～４アルキル、Ｃ３～６シ
クロアルキルＣ１～４アルキルおよびＰｈＣ１～４アルキルから選択される、請求項１２
に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１が独立して、水素、Ｃ１～４アルキルおよびＣ１～４アルコ
キシから選択される、請求項１～１３のいずれかに記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１が独立して、水素およびＣ１～４アルコキシから選択される
、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１が水素である、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１７】
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４－
フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－エチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４－
フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－（２－メトキシエチル）－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン
酸，Ｎ’－（４－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－ジフルオロメチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ
’－（４－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－ベンジル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４
－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－シクロプロピルメチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸
，Ｎ’－（４－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　４－メトキシ－１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸
，Ｎ’－（４－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－（プロパ－２－イン－１－イル）－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－
カルボン酸，Ｎ’－（４－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　５－エチル－１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，
Ｎ’－（４－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　６－オキソ－１－（２，２，２－トリフルオロエチル）－１，６－ジヒドロピリジン－
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２－カルボン酸，Ｎ’－（４－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４－
メトキシフェニル）－ヒドラジド；
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４－
クロロフェニル）－ヒドラジド；
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４－
メチルフェニル）－ヒドラジド；
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（２，
４－ジフルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（２，
６－ジフルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４－
フルオロフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ジメチル－ヒドラジド；
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４－
フルオロフェニル）－Ｎ’－メチル－ヒドラジド；
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４－
フルオロフェニル）－Ｎ－メチル－ヒドラジド；
　１－（２－（ジメチルアミノ）－２－オキソエチル）－６－オキソ－１，６－ジヒドロ
ピリジン－２－カルボン酸，Ｎ’－（４－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－（２－アミノ－２－オキソエチル）－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－２
－カルボン酸，Ｎ’－（４－フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－エチル－２－オキソ－１，２－ジヒドロピリジン－３－カルボン酸，Ｎ’－（４－
フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－メチル－２－オキソ－１，２－ジヒドロピリジン－３－カルボン酸，Ｎ’－（４－
フルオロフェニル）－ヒドラジド；
　１－メチル－２－オキソ－１，２－ジヒドロピリジン－４－カルボン酸，Ｎ’－（４－
フルオロフェニル）－ヒドラジド；および
　１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－３－カルボン酸Ｎ’－（４－フ
ルオロフェニル）－ヒドラジド；
　からなる群より選択される、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩
もしくは溶媒和物。
【請求項１８】
　式（Ｉ）の化合物：
【化６】

［式中、
　Ａは、Ａ１、Ａ２、Ａ３およびＡ４から選択されるラジカルであり；
　Ａ１は
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【化７】

であり；
　Ａ２は
【化８】

であり；
　Ａ３は
【化９】

であり；
　Ａ４は

【化１０】

であり；
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、Ｃ１～４アルキル、ハロＣ１～４アルキル、ヒドロ
キシＣ１～４アルキルおよびＣ１～４アルコキシＣ１～４アルキルから選択され；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、－ＯＨ、ハロゲン、Ｃ１～６ア
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ルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ
（Ｒ１２）ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～

４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯ
ＮＲ１２Ｒ１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび
－ＳＯ２－ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ８は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、ハロＣ１～６

アルキル、ヒドロキシＣ１～４アルキル、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１

～４アルキル、Ｃ３～６シクロアルキルＣ１～４アルキル、ＰｈＣ１～４アルキルおよび
－Ｃ１～４アルキル－ＣＯＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立して、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアル
キルＣ０～４アルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ（Ｒ１２）
ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～４アルコキ
シ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ１２Ｒ

１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび－ＳＯ２－
ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ１２およびＲ１３はそれぞれ独立して、水素およびＣ１～４アルキルから選択される
］
またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物を含む薬剤。
【請求項１９】
　Ａ、Ｒ１、Ｒ２，Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１

２およびＲ１３が、請求項２～１６のいずれか１項で定められるものであるか、前記式（
Ｉ）の化合物が、請求項１７で定められるものである、請求項１８に記載薬剤。
【請求項２０】
　式（Ｉ）の化合物：
【化１１】

［式中、
　Ａは、Ａ１、Ａ２、Ａ３およびＡ４から選択されるラジカルであり；
　Ａ１は
【化１２】
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であり；
　Ａ２は
【化１３】

であり；
　Ａ３は

【化１４】

であり；
　Ａ４は
【化１５】

であり；
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、Ｃ１～４アルキル、ハロＣ１～４アルキル、ヒドロ
キシＣ１～４アルキルおよびＣ１～４アルコキシＣ１～４アルキルから選択され；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、－ＯＨ、ハロゲン、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ
（Ｒ１２）ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～

４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯ
ＮＲ１２Ｒ１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび
－ＳＯ２－ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ８は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、ハロＣ１～６

アルキル、ヒドロキシＣ１～４アルキル、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１

～４アルキル、Ｃ３～６シクロアルキルＣ１～４アルキル、ＰｈＣ１～４アルキルおよび
－Ｃ１～４アルキル－ＣＯＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
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　Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立して、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアル
キルＣ０～４アルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ（Ｒ１２）
ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～４アルコキ
シ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ１２Ｒ

１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび－ＳＯ２－
ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ１２およびＲ１３はそれぞれ独立して、水素およびＣ１～４アルキルから選択される
］
またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物を含む抗菌剤。
【請求項２１】
　Ａ．バウマニ（Ａ．ｂａｕｍａｎｎｉｉ）感染症を治療または予防するための請求項２
０に記載の抗菌剤。
【請求項２２】
　Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１

２およびＲ１３が、請求項２～１６のいずれか１項で定められるものであるか、前記式（
Ｉ）の化合物が、請求項１７で定められるものである、請求項２０又は２１に記載の使用
する化合物。
【請求項２３】
　式（Ｉ）の化合物：
【化１６】

［式中、
　Ａは、Ａ１、Ａ２、Ａ３およびＡ４から選択されるラジカルであり；
　Ａ１は

【化１７】

であり；
　Ａ２は
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【化１８】

であり；
　Ａ３は
【化１９】

であり；
　Ａ４は
【化２０】

であり；
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、Ｃ１～４アルキル、ハロＣ１～４アルキル、ヒドロ
キシＣ１～４アルキルおよびＣ１～４アルコキシＣ１～４アルキルから選択され；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、－ＯＨ、ハロゲン、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ
（Ｒ１２）ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～

４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯ
ＮＲ１２Ｒ１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび
－ＳＯ２－ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ８は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、ハロＣ１～６

アルキル、ヒドロキシＣ１～４アルキル、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１

～４アルキル、Ｃ３～６シクロアルキルＣ１～４アルキル、ＰｈＣ１～４アルキルおよび
－Ｃ１～４アルキル－ＣＯＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立して、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアル
キルＣ０～４アルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ（Ｒ１２）
ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～４アルコキ
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シ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ１２Ｒ

１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび－ＳＯ２－
ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ１２およびＲ１３はそれぞれ独立して、水素およびＣ１～４アルキルから選択される
］
またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物の薬剤製造のための使用。
【請求項２４】
　Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１

２およびＲ１３が、請求項２～１６のいずれか１項で定められるものであるか、前記式（
Ｉ）の化合物が、請求項１７で定められるものである、請求項２３に記載の化合物の使用
。
【請求項２５】
　式（Ｉ）の化合物：
【化２１】

［式中、
　Ａは、Ａ１、Ａ２、Ａ３およびＡ４から選択されるラジカルであり；
　Ａ１は

【化２２】

であり；
　Ａ２は
【化２３】
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であり；
　Ａ３は
【化２４】

であり；
　Ａ４は

【化２５】

であり；
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、Ｃ１～４アルキル、ハロＣ１～４アルキル、ヒドロ
キシＣ１～４アルキルおよびＣ１～４アルコキシＣ１～４アルキルから選択され；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、－ＯＨ、ハロゲン、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ
（Ｒ１２）ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～

４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯ
ＮＲ１２Ｒ１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび
－ＳＯ２－ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ８は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、ハロＣ１～６

アルキル、ヒドロキシＣ１～４アルキル、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１

～４アルキル、Ｃ３～６シクロアルキルＣ１～４アルキル、ＰｈＣ１～４アルキルおよび
－Ｃ１～４アルキル－ＣＯＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立して、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアル
キルＣ０～４アルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ（Ｒ１２）
ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～４アルコキ
シ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ１２Ｒ

１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび－ＳＯ２－
ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ１２およびＲ１３はそれぞれ独立して、水素およびＣ１～４アルキルから選択される
］
またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物の抗菌剤製造のための使用。
【請求項２６】
　前記抗菌剤がＡ．バウマニ（Ａ．ｂａｕｍａｎｎｉｉ）感染症を治療または予防するた
めのものである、請求項２５に記載の化合物の使用。
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【請求項２７】
　Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１

２およびＲ１３が、請求項２～１６のいずれか１項で定められるものであるか、前記式（
Ｉ）の化合物が、請求項１７で定められるものである、請求項２３に記載の化合物の使用
。
【請求項２８】
　式（Ｉ）の化合物：　
【化２６】

［式中、
　Ａは、Ａ１、Ａ２、Ａ３およびＡ４から選択されるラジカルであり；
　Ａ１は

【化２７】

であり；
　Ａ２は

【化２８】

であり；
　Ａ３は
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【化２９】

であり；
　Ａ４は
【化３０】

であり；
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、Ｃ１～４アルキル、ハロＣ１～４アルキル、ヒドロ
キシＣ１～４アルキルおよびＣ１～４アルコキシＣ１～４アルキルから選択され；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、－ＯＨ、ハロゲン、Ｃ１～６ア
ルキル、Ｃ３～６シクロアルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ
（Ｒ１２）ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～

４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯ
ＮＲ１２Ｒ１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび
－ＳＯ２－ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ８は、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、ハロＣ１～６

アルキル、ヒドロキシＣ１～４アルキル、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４アルコキシＣ１

～４アルキル、Ｃ３～６シクロアルキルＣ１～４アルキル、ＰｈＣ１～４アルキルおよび
－Ｃ１～４アルキル－ＣＯＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は独立して、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～６シクロアル
キルＣ０～４アルキル、－ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｎ（Ｒ１２）ＣＯＲ１３、－Ｎ（Ｒ１２）
ＳＯ２Ｒ１３、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～４アルコキ
シ、Ｃ１～４アルコキシＣ１～６アルキル、－ＣＯＯＲ１２、－ＣＮ、－ＣＯＮＲ１２Ｒ

１３、－ＳＯ２－Ｃ１～４アルキル、－ＳＯ２－Ｏ－Ｃ１～４アルキルおよび－ＳＯ２－
ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；
　Ｒ１２およびＲ１３はそれぞれ独立して、水素およびＣ１～４アルキルから選択される
］
あるいはその薬学的に許容される塩または溶媒和物と、少なくとも１つの薬学的に許容さ
れる添加剤および／または担体とを含む、医薬組成物。
【請求項２９】
　細菌感染症を治療または予防するための、請求項２８に記載の医薬組成物。
【請求項３０】
　前記細菌感染症がＡ．バウマニ（Ａ．ｂａｕｍａｎｎｉｉ）感染症である、請求項２９
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に記載の医薬組成物。
【請求項３１】
　Ａ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１

２およびＲ１３が、請求項２～１６のいずれか１項で定められるものであるか、前記式（
Ｉ）の化合物が、請求項１７で定められるものである、請求項２８～３０のいずれか一項
に記載の医薬組成物。
【請求項３２】
　請求項１～１６のいずれかに記載の化合物を調製する方法であって、
　式（ＩＩ）の化合物
【化３１】

と、式（ＩＩＩ）の化合物
【化３２】

またはその薬学的に許容される塩もしくは溶媒和物とを反応させることを含み、
　ＡおよびＲ１～Ｒ１３が、請求項１～１６のいずれかに記載されるものと同じ意味を有
する、上記方法。
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